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学びを⾃分でデザインする⼦を育てる会

Class検討委員会
東京学芸⼤学附属世⽥⾕⼩学校

河野 宮⽥ 久保



「学びを自分でデザインする」ために

未来が⾒えない

過去が⾒えない

これまで〜してきて、
未来は〜したくて、
だから、今は、〜するんだ！



Classの機能

学びをデザインするための前提として
各教科の
「⾒⽅・考え⽅」「資質・能⼒」

は必要になる

⇨Classでの学び



2.時数と勤務体制   

○年間時数 

 
 ＊R4 の欄に書かれた時数が、令和 4 年度の各教科の年間の時数となる 
 ＊週時数は、「各教科の年間の時数÷35週」で求めた。 
 
○週ごとの時間割 
 ３年・４年  ５年  ６年 

 月 火 水 木 金  月 火 水 木 金  月 火 水 木 金 

１ 国 国 国 国 国  国 国 国 社 社  国 国 国 社 社 

２ 国 社 社 算 算  算 算 算 算 理  社 算 算 算 理 

３ 算 算 理 理 音  理 音 図 家 音図  理 音 図 家 音図 

４ 音図 図 体 体 英  家社理 体 体 英 英  家理 体 体 英 英 

 
 
 
 
 
 
 

Homeへ

学年 国語 社会 算数 理科 ⽣活 ⾳楽 図画⼯作 家庭 体育 外国語 特別の教科
である道徳

外国語活動
総合的な
学習の時間

特別活動 じぶんdeラボ
Laboratory

みんなdeラボ
Home

総時間数

標準時数 306 136 102 68 68 102 34 34 850

R4 265 120 85 60 60 87 34 34 105 850

標準ーR4 41 16 17 8 8 15 0 0 0

週時数 5

標準時数 315 175 105 70 70 105 35 35 910

R4 275 156 90 62 62 90 35 35 105 910

標準ーR4 40 19 15 8 8 15 0 0 0

週時数 5

標準時数 245 70 175 90 60 60 105 35 35 70 35 980

R4 210 60 140 80 60 60 70 35 35 0 35 90 105 980

標準ーR4 35 10 35 10 0 0 35 0 0 70 0 0

週時数 6 2 4 2 1.5 1.5 2 Homeへ 1 ラボ Homeへ 5

標準時数 245 90 175 105 60 60 105 35 35 70 35 1015

R4 210 65 140 80 60 60 70 35 35 0 35 120 105 1015

標準ーR4 35 25 35 25 0 0 35 0 0 70 0 0

週時数 6 2 4 2 1.5 1.5 2 Homeへ 1 ラボ Homeへ 5

標準時数 175 100 175 105 50 50 60 90 70 35 70 35 1015

R4 115 90 140 90 50 50 60 70 70 35 0 35 105 105 1015

標準ーR4 60 10 35 15 0 0 0 20 0 0 70 0 0

週時数 3 2.5 4 2.5 1.5 1.5 1.5 2 2 Homeへ ラボ Homeへ 5

標準時数 175 105 175 105 50 50 55 90 70 35 70 35 1015

R4 115 100 115 90 50 50 55 70 70 35 0 35 125 105 1015

標準ーR4 60 5 60 15 0 0 0 20 0 0 70 0 0

週時数 3 3 3 3 1.5 1.5 1.5 2 2 Homeへ ラボ Homeへ 5

4

5

6

標準時数＝コマ数
Laboratory+Home

の時間へ

1

2

3

Classの時間数
学校教育法施⾏規則第51条
標準時数

世⽥⾕区⽴⼩学校
世⽥⾕９年教育

区としての時数を定めつつ、
各校の特⾊を重視する。
カリキュラム・マネジメントの必要性
・Society5.0
・デジタル・トランスフォーメーション（DX）
・持続可能な開発⽬標（SDGs）
・地域に開かれた教育課程
・学習指導要領の改訂
・⼩学校の教科担任制
など

本校のClass
「学びを⾃分でデザインする」

⼦どもを育む学校の創造

いわゆる教科学習の時数を
HomeとLab.へ振り直す
・道徳⇨Homeへ
・特別活動⇨Homeへ
・総合的な学習の時間
⇨Lab.へ

「学びを⾃分デザインする」の
実現にむけて



Classの実際

Classでは、同じ学年の⼦と学びます。
１クラスは３５⼈ほどです。
年に数回、メンバーを変えることを検討中です。

タブレットPCや教科書、
ノートをなどを⼿提げバッグに
⼊れて、Class毎に
教室を移動します。

１・２年⽣は、Homeの担任の先⽣といっしょに
⽣活から学習をつくります（各教科の要素を埋め込む）

本校各教科・領域部からみた総合学習を通して育てたい⼒と体験させたい事柄



Classの要件

・Classの限られた時数で、効率的に充実した
教科学習を⾏う。

①各教科の⾒⽅・考え⽅を⼗分に働かせる

②「学び⽅」を学ぶ、⾃⼰調整学習

③相互啓発、建設的相互作⽤の資質・能⼒の育成

④スキル、コンテンツの習得

⑤良質な問いの⽣成（続きはLab.で）

・Lab.における「問いの発⾒」、「⾃⽴した探究活動」、「協働」などが学びのデザインに不可⽋
⇨そのために必要なコンピテンシー、スキル、コンテンツは、

Classで育成します。
※Lab.内でもこれらを発揮し、育てていきます。

①事象との出会い
↓

②思考・判断・表現
↓

③対話、熟考
↓

④習得状況の評価
↓

⑤次の問い、単元へ

⾃⼰調整

学び⽅の学び
Lab.活動へ

学びの基本単位



⼤⼈には⾒えない
トトロは何を意味して
いるのだろうか？

各教科の見方・考え方、資質・能力とは？

スタジオジブリ「となりのトトロ」より

これは他と違って洋式の建
物だなぁ。前に住んでいた⼈
は…？今の電話とちがいがあ
るけど、どんな時代かな

ハルジオンとアヤメが咲いているから、
５⽉から６⽉か？
奥の⽊は広葉樹と針葉樹だ。
ということは、動物は…がいて…

学んだことを活かして、⾃在に考えられる！
「今、⾃分はどんなタイプの⾒⽅や考え⽅を使っているかな？」

これは何の⾒⽅？考え⽅？
あるいは…

それとも…
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①各教科の見方・考え方を十分に働かせる 本校における各教科の見方・考え方は妥当か

⇦以前の校内研究にて、「⾃信」と「各教科・領域」の関係ついて考えた。
現研究の「学びを⾃分でデザインする」に「⾃信」は関係するはず。

今の規準で改めて問い直し、Classの時間を充実させる。

・その⾒⽅・考え⽅は【⾃在に発揮（他単元やLab.など）】
できるものか。するべきものか。

・各単元の本質的な問い、単元を貫く問いを吟味し、

各教科の学びの価値を全教職員で、検討し共通了解する。
何のために学ぶのか。



②「学び方」を学ぶ、自己調整学習 形成的評価、自己評価のあり方について

・学習者に表現させるもの、成果として⾒えるものを精選する。
学習者⾃⾝が「学び⽅」を認知し、習得できる学習指導を⾏う。

⇨ICTを活⽤し、各教科の学びについてポートフォリオを
作成する。OPPA（OnePagePortfolioAssesment)

・学習履歴を残し、学習者⾃⾝が学びを⾃覚する。
⇨学んだことを、使いこなせるように

・学習履歴から、教師が学習過程を適切に評価し、
⽀援を⾏う。

・Class担当者だけでなく、Home担当も
ポートフォリオを活⽤して⼀⼈⼀⼈の学びを⽀える。

OPPAの例

問題  空気穴が大きくなったり、広くなったりするすると
煙の量も変化するのか❔

ここから、
折れたり、
しなったり
する。

最初にやったみかんの缶は上
からしか 
空気が入っていないけど隣の
写真は空気穴が 
多いので燃え方が違いまし
た。左の①の写真は 
黄色のところの、缶のふちが
焦げて熱くなっていた。

BBQの機械とか火を使うものと
かはよく燃えるように空気穴が
たくさんあると思います。

空気の量が変化した
ら、煙の量も変化す
るのか？
仮説空気の量が缶より専用の機
械の方が良く燃えて勢いが全然
違ったので比べて見ました。水
分がある木を先生がガスバーナ
ーでやった後煙がたくさん出て
いて、外にいたので煙がいっぱ
い出ていたと思いました。(この
仮説だと…)

前回の動画で撮った
煙の量と今回やる 
物を比べる。比べ方
は3班の人で多数決 
して動画と比べる。 

今回の授業で一つの火から8班の問題が出
てきてむむとなるやつもあったけど、水分
を

問題  空気の量によって
煙の量は変化するのか？

仮説  空気の量は専用の機械
の方が燃える勢いが 
専用の機械の方が強かったで
す。後 釣りの時に新聞紙を 
燃やしている時に同じ新聞紙
なのに燃え方や違いました。

わからなかった。粘土が少
ない方は燃え尽きる時間が
早かったので、燃える時間
が違ったので詳しい結果は
わからなかった。しかしこ
の結果から分かる事は、燃
える時間が長い＝煙が一気
に出るとなった。そして逆
に空気が少ない方は煙が少
しずつ出るとわかった。そ
して見た目は難しかったの
で6年生中に見れるように
していきたいです。

モデル化
みか
んの
缶

専用
の機
械

結論  火と言うのは空気がある事で
より大きい火になると分かったそし
てゴミ処理場というには燃やす事で
体積が小さくなった。そして実験は
大げさにする事で結果もわかりやす
くなると思いました。

ロケットストーブを見て思ったことを書こう

ロケットストーブの高い方に蓋をすると一気に火の強さ
や火の流れる向きが変わりました。それはそれは低い方
でも逆のことが起きるのだろうかと疑問が残りました。
そこでモデル化をして実験しました。

ロケットストーブの縦の高低差が生まれる事で空気の 
入る量が違うため起きた事でした。 
結果、同じようなことは起きなかった。しかし火の大
きさが大きくなり逆に上に向かって大きく燃えてい
た。 

問題   より良いロケットストーブを作りヤカン
を沸騰させよう

仮説    100℃にはならないかもしれな
いけど、最初の水道水の18℃(約)より
も数十℃は上がると思う。火から生ま
れる煙を使ってヤカンを温める。

結果最初は高低差をすごいつけ
たけど結論的に火から遠くなっ
てしまったのであまり火力が強
くならなかったので高低差を少
なくしました。そうしたら水温
が40℃まで上がりました。高
低差があった時は18℃から
28℃しか上がらなかったので
あまり高低差を変えたら18℃
から40℃ぐらいまで上がった
ので成功しました。つまりロケ
ットストーブはお湯を温めるほ
どの温度があるとわかりまし
た。

物が燃えるには６班の割り箸は密集
したのとバラバラしたのだとバラバ
ラした方が長く燃えるたので物が燃
えるには空気が必要とわかった。

結論ゴミ処理場などの物を燃やすような場所はも
やすことによってゴミは小さくなり、軽くなる習
性を利用しているとわかった。

物が燃えるには空気の何が関係し
ているのか？

最初に火に対する意識は危ないとあったかいとかそれなりの思いしかな
かったです。ガスはIHに変わったので。でもロケットストーブというも
の知って変わりました。昔の人の人の知識でもありますが、上昇気流な
どによっては出来るものと知りました。そして空気中の気体を100%にす
るという意見は一番発展していると思いました。空気の流れや形そのも
のを変えたりしたので頭に残りやすかったです。ロケットストーブを知
ったのでロケットも同じような感じだし、飛行機も圧縮した空気なので
電気のようにどんどん条件を変えて実験事実を求めて行いました。ロケ
ットストーブの縦の長さと横の長さの比といのは大事とわかりました。
わかった理由としてマインドマップが増えたことで火に対すり思いが変
わりました。

仮説、、、窒素が空気中に多く含まれているので火の燃
えるために必要だと思う。しかし左の円グラフの気体が
全て揃うから燃えるということもあり得ると思いましす。 

結果     酸素だけが燃えて窒素と二酸化炭素は入れた瞬間消え
た。逆に酸素は燃えて火の大きさが大きくなりオレンジぽくな
った。そして検知管では↓

二酸化炭素
酸素



③相互啓発、建設的相互作用の資質・能力の育成 対話が必要な授業か。

・対話が問題解決に必要になるような授業構成を⼯夫する。
⇨全教科、全単元がやりがいのある、対話したくなるClass

※反復練習や暗記が必要な単元や内容もあるが、重点を置かない。
使いながら⾝に付けていく。

・ソーシャルスキルや向社会性の育成、
ICT（広義の情報活⽤能⼒）スキルも、
各授業に埋め込んでいく。使いながら習得する。

⇨週に１時間（年35時間）を
情報活⽤能⼒の育成にあてる。
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⇨本校におけるH29教育の情報科推進事業



④コンテンツの習得 どのように学ぶか。文化、科学に触れているのか。

④剥落しないスキル習得の⽅法
学びに向かいたくなるコンテンツになっているか。

⇨これまでは、担任の専⾨性や個性によって⼯夫された
探究的教科学習が研究、実践されてきた。
⇨探究はLab.へ
⼀⼈⼀⼈が学びたいことを実現できるように
学習環境をデザインする。

⇨学びの真正さと「持続可能な開発⽬標（SDGs）」の関連

❹習得状況の可視化（テスト）と⽀援
⇨スキルやコンピテンシーを可視化する。
各教科の授業にパフォーマンス活動を埋め込み、
「知っているか」「わかっているか」「できるか」を⾒取り、⽀える。
パフォーマンス評価の相互検討会を⾏い、教師の授業改善に努める。

ふりかえりテスト（校内）は、
瑣末な「⽤語の再⽣」より、パフォーマンスを評価する。

道しるべ（通知表）、個⼈⾯談にも活⽤して
ご家庭と学校で共通理解をして、⼦どもの成⻑を⽀える。

④ ③の理由を分かりやすく説明しましょう。 
⑤ ①～④のことから，電磁石の働きについて，２つのきまりを見いだすことができます。

これらのきまりを書きましょう。 
（３）５０回巻きのコイルを使って，（２）①の実験を行ったところ，電磁石の鉄芯は， 
  棒磁石のＮ極ともＳ極とも引き合ってしまいました。それに対して，Ｉさんは， 

「棒磁石はいつでも電磁石より強いんだ」，Ｊさんは，「この電磁石は壊れているんじゃ

ないの」と言いました。あなたならば，ＩさんやＪさんにどんなアドバイスをしますか。

自分の考えを分かりやすく説明しましょう。 

第４問 
Ｋさんたちは，１０ｇ，２０ｇ，３０ｇの小球を用いて，おもりの重さがちがう３つの 
振り子をつくりました。糸の長さを調節することによって，振り子の長さは，変えられる 
ようになっています。ここでいう振れ幅とは，振り子が振れる片側の角度を表し，その角度

は，５０度を超えないようにするものとします。このことについて，あとの問いに答えまし

ょう。 
（１）Ｈさんたちは，おもりの重さ，振り子の長さ，ふれはばという３つの条件と，振り子

が１往復するのにかかる時間との関係について調べることにしました。ところが，３つ

の条件のうち，変えてもよいのは，１つの条件だけです。その理由を分かりやすく説明

しましょう。 
（２）小球の重さを変えたとき，振り子が１往復 ※ データは本番で 

するのにかかる時間との関係は右の表のよう 
になりました。この表のデータを解答用紙の 
グラフにかきましょう。また，この表と作成 
したグラフを考察して，小球の重さと振り子 
が１往復するのにかかる時間との関係につい 
て，どのようなきまりが成り立つのか説明 
しましょう。  

（３）振り子の長さを変えたとき，振り子が１往 
  復するのにかかる時間との関係は右の表のよ 
  うになりました。この表のデータを解答用紙 
  のグラフにかきましょう。また，この表と作 
  成したグラフを考察して，振り子の長さと振 

り子が１往復するのにかかる時間との関係に 
ついて，どのようなきまりが成り立つのか説 
明しましょう。 

（４）ふれはばを変えたとき，振り子が１往復 

「振り⼦の周期は、⽷の⻑さが関係する」
という宣⾔的知識だけでなく

「実験計画を適切に⽴てられる」
パフォーマンスも重要



⑤良質な問いの生成（続きはLab.でも） ClassとLaboの往還

・教科学習を学ぶと、「さらなる問い」が
⽣まれるときがある。
知ったから、「知らない」がわかる。

「もっと知りたい」
⇨真正な⽂脈で学ぶ（何のため？）と
「問い」の⽣成を促す。

とはいっても…
・⾒⽅・考え⽅の⾃在な発揮は難しい。
⇨ClassにLab.的要素を⼊れ、
橋渡しを⾏うこともある。

ベンキョウ終わり！ より効率よく燃やすには？

効率よく燃やす必要性は何か？
やめていいよね？

ものが燃えるには、
酸素が必要である。



学びを自分でデザインするための学習環境

・学びを⾃分でデザインするために以下を
Classでは重視します。

学習者が⾃⼰認識を深めること
⇨学習履歴の蓄積と活⽤が重要になる。

知を深化・拡張し、構造化し、使っていくこと
⇨Class、Home、Lab.のそれぞれの担当が
学習者の過去と未来に寄り添い、伴⾛することも
重要になる。

これまで〜してきて、
未来は〜したくて、
だから、今は、〜するんだ！

問題  空気穴が大きくなったり、広くなったりするすると
煙の量も変化するのか❔

ここから、
折れたり、
しなったり
する。

最初にやったみかんの缶は上
からしか 
空気が入っていないけど隣の
写真は空気穴が 
多いので燃え方が違いまし
た。左の①の写真は 
黄色のところの、缶のふちが
焦げて熱くなっていた。

BBQの機械とか火を使うものと
かはよく燃えるように空気穴が
たくさんあると思います。

空気の量が変化した
ら、煙の量も変化す
るのか？
仮説空気の量が缶より専用の機
械の方が良く燃えて勢いが全然
違ったので比べて見ました。水
分がある木を先生がガスバーナ
ーでやった後煙がたくさん出て
いて、外にいたので煙がいっぱ
い出ていたと思いました。(この
仮説だと…)

前回の動画で撮った
煙の量と今回やる 
物を比べる。比べ方
は3班の人で多数決 
して動画と比べる。 

今回の授業で一つの火から8班の問題が出
てきてむむとなるやつもあったけど、水分
を

問題  空気の量によって
煙の量は変化するのか？

仮説  空気の量は専用の機械
の方が燃える勢いが 
専用の機械の方が強かったで
す。後 釣りの時に新聞紙を 
燃やしている時に同じ新聞紙
なのに燃え方や違いました。

わからなかった。粘土が少
ない方は燃え尽きる時間が
早かったので、燃える時間
が違ったので詳しい結果は
わからなかった。しかしこ
の結果から分かる事は、燃
える時間が長い＝煙が一気
に出るとなった。そして逆
に空気が少ない方は煙が少
しずつ出るとわかった。そ
して見た目は難しかったの
で6年生中に見れるように
していきたいです。

モデル化
みか
んの
缶

専用
の機
械

結論  火と言うのは空気がある事で
より大きい火になると分かったそし
てゴミ処理場というには燃やす事で
体積が小さくなった。そして実験は
大げさにする事で結果もわかりやす
くなると思いました。

ロケットストーブを見て思ったことを書こう

ロケットストーブの高い方に蓋をすると一気に火の強さ
や火の流れる向きが変わりました。それはそれは低い方
でも逆のことが起きるのだろうかと疑問が残りました。
そこでモデル化をして実験しました。

ロケットストーブの縦の高低差が生まれる事で空気の 
入る量が違うため起きた事でした。 
結果、同じようなことは起きなかった。しかし火の大
きさが大きくなり逆に上に向かって大きく燃えてい
た。 

問題   より良いロケットストーブを作りヤカン
を沸騰させよう

仮説    100℃にはならないかもしれな
いけど、最初の水道水の18℃(約)より
も数十℃は上がると思う。火から生ま
れる煙を使ってヤカンを温める。

結果最初は高低差をすごいつけ
たけど結論的に火から遠くなっ
てしまったのであまり火力が強
くならなかったので高低差を少
なくしました。そうしたら水温
が40℃まで上がりました。高
低差があった時は18℃から
28℃しか上がらなかったので
あまり高低差を変えたら18℃
から40℃ぐらいまで上がった
ので成功しました。つまりロケ
ットストーブはお湯を温めるほ
どの温度があるとわかりまし
た。

物が燃えるには６班の割り箸は密集
したのとバラバラしたのだとバラバ
ラした方が長く燃えるたので物が燃
えるには空気が必要とわかった。

結論ゴミ処理場などの物を燃やすような場所はも
やすことによってゴミは小さくなり、軽くなる習
性を利用しているとわかった。

物が燃えるには空気の何が関係し
ているのか？

最初に火に対する意識は危ないとあったかいとかそれなりの思いしかな
かったです。ガスはIHに変わったので。でもロケットストーブというも
の知って変わりました。昔の人の人の知識でもありますが、上昇気流な
どによっては出来るものと知りました。そして空気中の気体を100%にす
るという意見は一番発展していると思いました。空気の流れや形そのも
のを変えたりしたので頭に残りやすかったです。ロケットストーブを知
ったのでロケットも同じような感じだし、飛行機も圧縮した空気なので
電気のようにどんどん条件を変えて実験事実を求めて行いました。ロケ
ットストーブの縦の長さと横の長さの比といのは大事とわかりました。
わかった理由としてマインドマップが増えたことで火に対すり思いが変
わりました。

仮説、、、窒素が空気中に多く含まれているので火の燃
えるために必要だと思う。しかし左の円グラフの気体が
全て揃うから燃えるということもあり得ると思いましす。 

結果     酸素だけが燃えて窒素と二酸化炭素は入れた瞬間消え
た。逆に酸素は燃えて火の大きさが大きくなりオレンジぽくな
った。そして検知管では↓

二酸化炭素
酸素



来年度に向けて

12/22 前述の「Classの要件」に従い、各教科部が１単元の詳細、１学年の年間配列を提案
⇨協議し、了解を経て、冬期休業中に他単元、他学年を作成

1⽉ 各学年、各教科、縦横にスキルとコンテンツの関係を整理し、教科横断的パフォーマンス課題を作成
汎⽤的な「情報活⽤能⼒」なども加える

2⽉ ３５週間想定で、単元の実際的配列

新年度、Classスタート

ご理解、ご協⼒のほど
何卒、よろしくお願いいたします
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